
（２）精米購入時の動向

（ア）入手経路(複数回答)

注：１ デパート、スーパーマーケット、生協は、実店舗の購入単価であり、インターネットを利用した購入は含まない。
２ 購入単価は消費税を除く本体価格である。
３ 表中の※付きの単価は、当該経路での購入割合が有効調査世帯数の１％に満たないため参考値とする。
４ 令和元～５年度は４月から翌年３月までの平均値である。

（イ）精米購入経路別の購入単価（複数回答）

注：令和元～５年度は各年４月から翌年３月までの平均値。

（％）

（円/kg）

消費‐2

• 精米購入時の動向について、入手経路は「スーパーマーケット」が最も多く、次いで
「家族・知人などから無償で入手」、「ドラッグストア」の順となっている。

• 精米購入経路別の購入単価は、 「インターネットショップ」が最も高く、次いで、
「米穀専門店」、「スーパーマーケット」の順となっている※。

※購入割合が有効調査世帯数の１％に満たない精米購入経路を除いた順である。

• 令和６年８月の家庭内の月末在庫数量は、5.8kgとなっている。



（ウ）家庭内の月末在庫数量

注:１ 地域ごとの世帯人員構成比が令和元～令和３年度は平成27年国勢調査、令和４～６年度は令和２年国勢調査「世帯人員
構成比」に沿うようウェイトバック集計を実施した上で集計した。

注:２ 平均世帯人員は、各月の有効調査世帯の平均人員数である。

（kg/世帯、％）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均 前年比

月末在庫数量 6.0 6.2 5.9 5.7 6.0 6.2 6.2 6.5 6.6 6.3 6.3 6.5 6.2 ▲3.1

平均世帯人員 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.32 2.32 2.32 2.32 2.32 2.32 2.33 -

月末在庫数量 7.1 6.5 6.6 6.2 6.0 6.3 6.4 6.8 6.7 6.6 6.5 6.4 6.5 4.8

平均世帯人員 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 -

月末在庫数量 6.2 6.1 5.8 5.8 5.7 6.2 6.9 7.1 6.9 6.8 6.8 6.7 6.4 ▲ 1.5

平均世帯人員 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.33 2.32 2.33 2.32 2.32 2.32 2.32 2.33 -

月末在庫数量 6.6 6.6 6.4 6.5 6.4 6.3 6.6 6.8 7.0 6.8 6.5 6.6 6.6 3.1

平均世帯人員 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 2.22 2.22 2.22 2.22 2.22 2.22 2.22 -

月末在庫数量 6.0 6.1 6.1 6.0 5.8 5.8 5.9 6.0 6.1 6.0 5.9 5.6 5.9 ▲ 10.6

平均世帯人員 2.21 2.21 2.21 2.21 2.22 2.22 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 -

月末在庫数量 5.9 5.7 5.9 5.6 5.8 5.8 ▲ 1.7

平均世帯人員 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 2.21 -
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１世帯当たり１か月間の購入数量の推移

・ 総務省が公表している家計調査によると、令和６年８月の米の購入数量は、

対前年同月比＋29.1％の5.7kg、パンは＋3.8％の3.5kg、めん類は＋4.6％の3.1kg。

（グラム）

資料：総務省「家計調査」家計収支編 二人以上の世帯
注１：米は精米ベースである。

（グラム）

家計調査、消費者物価指数、小売物価統計の累年データについては、総務省統計局ＨＰから
御覧いただけます。【 https://www.stat.go.jp/data/index.html 】

2 購入数量・支出金額の推移（家計調査）

消費‐4



資料：総務省「家計調査」家計収支編 二人以上の世帯 p
注１：米は精米ベースである。

１世帯当たり１か月間の支出金額の推移（前年同月比）

・ 総務省が公表している家計調査によると、１世帯当たり１か月間の令和６年８月

の中食の支出金額は、対前年同月比＋7.5％、外食は＋12.1％。

消費‐5



3 消費者物価指数の推移

資料：総務省「消費者物価指数」2020年基準、品目別価格指数（全国）

注１：食料は、穀類以外にも、魚介類、肉類等を含んでいる。
２：穀類は、米類（うるち米）、パン、めん類、他の穀類からなる。
３：令和元年～5年のデータは年平均、6年は月次データである。

（令和2年＝100、指数）

・ 総務省が公表している消費者物価指数（令和２年基準）によると、令和６年８月

の米類の指数は対前年同月比 ＋28.3％の122.1ポイント。
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穀類, 120.8 
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令和元年 （平均） 98.7 0.4% 99.9 0.9% 99.9 0.2% 100.1 0.9% 100.3 0.9% 99.1 2.2%

２年 （平均） 100.0 1.4% 100.0 0.1% 100.0 0.1% 100.0 ▲0.1% 100.0 ▲0.3% 100.0 1.0%

３年 （平均） 100.0 0.0% 98.8 ▲1.2% 96.8 ▲3.2% 96.7 ▲3.3% 99.5 ▲0.5% 99.7 ▲0.3%

４年 （平均） 104.5 4.5% 103.7 5.0% 92.6 ▲4.3% 93.3 ▲3.5% 109.6 10.1% 107.1 7.4%

５年 （平均） 112.9 8.1% 111.5 7.5% 96.1 3.8% 96.3 3.2% 118.4 8.1% 118.9 11.1%

令和６年 1月 115.7 5.7% 115.0 7.0% 100.3 6.2% 100.1 5.3% 121.8 6.9% 122.1 8.7%

2月 115.3 4.8% 115.3 6.6% 100.9 6.8% 100.2 5.3% 121.4 6.0% 123.1 8.4%

3月 115.7 4.8% 115.2 6.3% 101.7 7.2% 100.8 5.8% 121.0 5.4% 122.2 7.6%

4月 116.4 4.3% 115.1 5.3% 102.2 7.9% 100.8 5.8% 121.0 5.2% 121.9 4.2%

5月 116.8 4.1% 115.8 6.0% 103.9 9.5% 102.0 8.1% 121.1 5.2% 122.1 4.9%

6月 116.3 3.6% 116.3 5.4% 106.7 12.3% 104.6 9.7% 121.3 5.5% 120.3 ▲0.8%

7月 116.4 2.9% 117.5 4.2% 111.3 17.2% 109.6 15.6% 120.9 0.0% 120.6 ▲0.8%

8月 117.6 3.6% 120.8 6.5% 122.1 28.3% 119.8 25.6% 120.9 ▲0.9% 120.9 ▲0.7%

食料 穀類 米類
（うるち米）

パン めん類うるち米
（コシヒカリ）



資料：総務省「小売物価統計」動向編
注：東京都区部における精米価格である（７日以内の特売分を除く）。

4 小売物価統計の推移

・ 総務省が公表している小売物価統計によると、令和６年９月のうるち米の
小売価格（５kg当たり）は、コシヒカリで対前年同月比＋42.2％の3,285円。

・ コシヒカリ以外の銘柄の平均では、対前年同月比＋44.1％の3,152円。

（円/5kg、包装・消費税込み）

（円/5kg、包装・消費税込み）

消費‐7



104.7 104.9 105.6
107.0

108.6 108.7
111.1

112.6
113.7 113.0

114.9 114.9

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

9月

5年

10月 11月 12月 1月

6年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

中⾷・外⾷事業者等向け

106.3 106.0 106.6 107.6 108.5 110.2 111.3 112.3 112.7
116.1

118.7

128.6

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

9月

5年

10月 11月 12月 1月

6年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

⼩売事業者向け

資料︓農林⽔産省「⽶穀の取引に関する報告」
注１︓報告対象業者は、年間⽞⽶仕⼊数量50,000㌧以上の販売事業者である。
注２︓上記の数値については、報告対象者が販売している精⽶の全体の価格・数量の動向を指数化したものであり、個別の取引や

産地銘柄毎の動向を表すものではない。
注３︓速報値であるため、公表後の数値修正が⽣じる場合がある。

１ 販売数量の動向（前年同⽉⽐）

２ 販売価格の動向（前年同⽉の価格を基準にした値動き）

・ 米穀販売事業者における令和６年８月の販売数量は、対前年同月比で小売
事業者向け、中食・外食事業者等向けともに100％で、全体としても100％
となっている。

・ なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、各月ごとの消費動向に大きな
変動が生じているが、令和元年８月の販売数量と比較すると102％となる。

・ 前年同月を基準にした令和６年８月の販売価格の値動きは、小売事業者向け
128.6、中食・外食事業者等向け114.9。

5 米穀販売事業者における販売数量及び販売価格の動向（速報）

※令和2年2⽉以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、各⽉ごとの消費動向に⼤きな変動が⽣じていることから、参考として
令和元年（4⽉までは平成31年）の同⽉との⽐較をした値を記載。

消費‐8




